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を有効に検出した，骨塩率（BMR: bone mineral ratio, Exp. 
Anim., 55, 415-418, 2006）による比較を試み，種差や年
齢差を捉えつつある． 
 









































Ochiai and Matsuzawa 1998）．しかし，実際に彼らがどの
ように利用しているのかといった採食利用状況の詳細
についてはよく分かっていない．栄養が給餌で充足して
いると考えられる飼育下チンパンジーの植生利用を調
べることで採食行動の多様な機能を明らかにできると
考えられる．そこで，本研究では直接観察，食痕調査を
通して放飼場内植物の採食の実態調査をおこなった．そ
の結果，採食頻度は，パル，ポポ， プチの順に多かっ
た．採食植物種数はパル，アユム，プチの順に多かった．
このように，様々な年齢の個体が採食をおこなっていた．
また，ポポ，プチの採食回数は他個体と行動を共にして
いるときより 1個体でいるときの方が多かった．また，
